
中 学 部
成績が上がれば進路選択の幅は広がる！個々の目標に合わせた学習指導。
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国公立大学へ進学するなら、定期テストで４２０点が最低ライン！？
三条高校や巻高校は県央では「進学校」であり、成績上位の生徒

しか合格できません。しかし、全国規模になる大学受験になると、

県央の「進学校」の生徒の平均点が全国の「平均」となります。

右の表は、中３時点での定期テストや模試等の得点による志望高

校でのおよその位置づけと合格できる大学を示したものです。当た

り前のようですが、一般的に、学力がより高い高校出身者ほど狙え

る大学のレベルも高くなる傾向にあります。中学校のときの成績は

目立っていなかったが高校入学後に成績が伸びたという事例もあり

ますが、それは中学生のころから目的意識を持ち、高校生活の中で

もそれを見失わなかったからです。だからこそ、我々は「志望高校

合格」はその先の大学進学への通過点ととらえ、各自の学力レベル

に応じた学習指導を行いながら将来を見据えた動機付けを行います。家庭よりも塾での学習時間が長くなることが多々あります

が、長時間利用したからと言って、個別指導のように月謝がぐんと高くなるわけではありません。一人の生徒が長時間塾を利用

するため、多くの生徒を受け入れることはできませんが、「成績を上げて少しでも進路選択の幅を広げたい！」と本気で考える

親子のために、リゼミは常に進化し続け、お子様の進路実現を叶えます。

塾での学習内容や学習方法について
リゼミでは、積み重ねの学習が大切な英語と数学を中心に、中学校で習う内容よりも少し先を、つまり学校の予習を中心とし

て学習を進めます。塾で予習をすることで学校の授業は復習となり、より学習内容の定着が期待できます。新しい内容を生徒自

身が学習できるように、予習に特化した塾専用教材を利用します。教材はそれらのテキスト教材（アナログ）に加え、リゼミで

作成したオリジナル映像教材（デジタル）を併用する場合もあります。また、テキストの内容が理解ができない場合は、教室担

当の講師が直接個別にてサポートします。学習する科目や範囲は生徒それぞれの目標や学習スピードで異なります。生徒個々で

学習進度は異なりますが、各中学校の定期テスト前には、学習カリキュラムが終わっている必要があります。また、普段の学習

内容は講師が進捗を管理しています。場合によっては、テスト前に補習や自習を促すことがあります。ただし、個別指導塾のよ

うに講師が生徒に随時つきっきりになるわけではありませんので、テキストをある程度は自力で進めていける学力（定期テスト

ならば最低ラインで60～70点）が必要です。

普段は数学と英語を中心に学習を行い、通塾回数やその生徒の進度によっては理科や社会も普段から学習することもできます。

定期テスト前は学校の教材を中心に５教科で学習を進めます。「塾に行くと塾のテキストをしなければならないから、テスト

前は塾を休む」という心配はいりません。テスト前に限らず学校の課題が多いときなどは、学校の課題を優先的にすることがで

きます。

三条高校上位合格を目指す生徒は高校入学後も視野に入れた学習ペースを提案、本人が希望すれば学校の予習用教材以外に思

考力を問う発展用のテキストを追加する場合もあります。

生徒個々の目標や学力に応じて、一人ひとりの学習をサポートすることがリゼミの「自立指導」となります。

※「自立指導」は通塾曜日、時間を決めて来校。当日の学習目標を講師が確認し、講師が指導時間内で質問対応を個別で行い

ます。「自習」は通塾日以外に来校して、生徒自身で課題に取り組みます。講師の空き時間などは質問できます。



コース（通塾回数）選択について
１．面談時に現状の学力と目標（志望校）との差、学習意欲をもとにコースを決定します。

《通塾コース（指導日の回数）の決め方の一例》
（１）アドバンスコース（週3回） 特に伸ばしたい教科があり、自習とは別に通塾回数を増やしたい場合。
（２）スタンダードコース（週2回） 通常のコース。通常時は数英、テスト前は5教科指導。自習制限なし。
（３）ライトコース（週1回） 塾からの課題を自分で進めることができ、家庭学習ができる生徒の場合。

２．通塾日は曜日単位で決定します。季節講習を除く通常授業では、どの曜日でも年39回以上となります。
※毎月の授業回数の増減による学費の変更はございません。

3．「指導日（通塾日）」と「自習日（通塾日以外）」の違いについて
講師は指導日の生徒を優先にサポートしますが、自習日の生徒も対応します。両者の明確な差はありません
が、自己管理能力が弱い（「今日は疲れたから塾に行かない…」など）生徒は、通塾日を増やすことで学習
習慣が身につきやすくなります。

通常月の学習と季節講習時の学習との違い
・通常月・・・次回の定期テスト範囲の予習。主に数学と英語を各クラスの進度に合わせて進めます。
・季節講習・・今まで習った内容の復習。次回テスト範囲の予習。苦手科目の克服など。

季節講習は主に既習内容のまとめ（復習）や次回テストの予習を行います。生徒の長期休みを利用して、普段な
かなかできない総まとめと苦手科目の克服に時間をかけます。特に数学と英語は積み重ねが大切で、苦手部分が
あると今後の成績も伸びにくくなるため、リゼミでは季節講習を必須受講としています。

「三高理数科進学プラン」について
2025年度（令和7年度）の公立高校入試から、三条高校に理数科が1クラス新設。理数科は医学部や難関大学の

理系学部進学に特化した指導を行う学科です。主に、数学と理科の進度や指導内容が普通科に比べて早く、そして
深くなります。全国にある中高一貫校では、中3で高1が習う数学を終えています。難関大を受験する生徒はこのよ
うな中高一貫校の生徒も多く、公立中学校から三高などの公立高校へ進学する生徒の難関大受験は特に理系で不利
になる傾向にあります。そこで理数科では優秀な生徒を集め、普通科よりも進度を早く、そして深くすることで難
関大受験にも対応できるようなカリキュラムとなります。

リゼミでは理数科を目指し、その後に難関大を志望する生徒には、その子の性格やその時点の学力を考慮した上
で、発展問題演習や先取り学習等を提案しています。先取りをせずとも発展内容まで取り組める学力を身に付けれ
ば理数科にも合格はできますが、できることなら特に数学は先取りをして、なるべく早い段階で履修内容を終えた
方が大学受験に有利になることが多くなります。ただし先取り（予習）はかなりの労力を必要とします。

なお、三高理数科進学プランを希望する場合は所定のテスト（数学、英語）で合格点に達した人のみとなります。
英語の試験は英検の取得状況で試験を免除します。（中1･2→英検3級、中3→英検準2級以上）

中学部の案内
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2024 通常月コース設定（中等前期生は高等部をご覧ください）

季節講習、入試対策講座コース設定
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半期管理費
（教材費含む）

入会金
（入会時のみ）

教室維
持費/月

学費/月通塾曜日
時間

対象
校舎回数コース名

中3中1・2
前期 4～9月
後期10～3月

それぞれ
中１･２
13,000

（税込14,300）

中3
15,000

（税込16,500）

18,000
（税込19,800）

2,500
（税込2,750）

24,000
（税込26,400）

20,000
（税込22,000）【東三条本校】

19:30～21:20 火～土
13:30～15:20 土土
16:30～18:20 土土

【つばめ吉田校】
19:30～21:20 火～土
16:30～18:20 土土

東三条
本校

つばめ
吉田校

週3回アドバンス

23,000
（税込25,300）

19,000
（税込20,900）

週2回スタンダード

18,000
（税込19,800）

16,000
（税込17,600）

週1回ライト

月学費（通常月）以外で必要な費用
・入会金：各種登録のための手数料。（入会時と復会時のみ必要）
・教室維持費：水道光熱費、冷暖房費、校舎の家賃や修繕費などの費用。

※休会中でも教室維持費は必要になります。
・半期管理費：生徒が使用する塾用教材や市販教材の購入費用、見本教材の購入費用、教材の選定及び各種システムの手数料など。

※ 半期管理費（4月在籍生）は前期分を4月,後期分を10月で納入。休会中でも半期管理費は必要になります。
※ 年度途中での入会は、各月で管理費の調整あり。途中退塾の場合は返金致しかねますので、あらかじめご了承ください。

・季節講習受講料：夏期講習、冬期講習の受講料（季節講習は必須受講です。夏期講習受講料は8月分の学費として請求します）
・各種検定や模試の受験料：英検、数検、漢検（各種検定は準会場価格となり個人での申込より安価となります）

新潟県統一模試（全て税込）【５科4,050円、３科2,748円、ハイレベル3科マーク3,400円、中1実力テスト1,800円】
割引制度
・兄弟姉妹割…①入会金を全額免除（同時入会の場合は弟妹分を免除）

②毎月の本科受講料の安価な方から20％減額
※夏期講習受講料は８月分として20％減額（冬期講習分の減額はございません）

その他
・欠席振替制度…事前連絡の欠席は、追加料金なしで他曜日にて振替できます。
・通常受講日はどの曜日でも年間39週です。ただし日程上、年40回以上になる場合があります。
・毎月の通塾回数による受講料の増減はございません。
・中3生の月学費は2月までとなり、3月分のご請求はございません。

受講料受講コマ数
（1コマ50分）教科コース名

内容など

期間・回数など
※期間は変更する場

合があります
名称学

年

28,000（税込30,800）25コマ以上全教科夏期アドバンス

7/25～8/31夏期講習中1

中2

25,000（税込27,500）24コマ（6～12日間）
数学･英語

夏期スタンダード

21,000（税込23,100）16コマ （4～8日間）夏期ライト

20,000（税込22,000）15コマ以上
数学･英語

冬期アドバンス
12/25～1/7冬期講習 18,000（税込19,800）14コマ（3～7日間）冬期スタンダード

14,000（税込15,400）10コマ（2～5日間）数学or英語冬期ライト

66,000（税込72,600）61コマ以上
全教科

夏期アドバンス

7/25～8/31夏期講習

中3

63,000（税込69,300）60コマ（12～20日間）夏期スタンダード

55,000（税込60,500）48コマ（10～16日間）
数学･英語

夏期ライト

44,000（税込48,400）36コマ （8～12日間）夏期リミテッド

42,000（税込46,200）33コマ以上

全教科
冬期アドバンス

12/25～1/7冬期講習 38,000（税込41,800）32コマ（6～8日間）冬期スタンダード

34,000（税込37,400）24コマ（4～6日間）冬期ライト

7,000/月（税込7,700/月）
※9～12月学費と合算請求

3コマ/日×３回/月×４か月間
全36コマ全教科5教科の総復習

模試の演習など
9～12月の土曜日

全12回
入試基礎力
強化演習

1月 9,000（税込9,900）
2月 24,000（税込26,400）

※1月･2月学費と合算請求

1月 4コマ/日×3日間
2～3月 4コマ/日×8日間全教科模試や入試の過去問

を中心とした学習
1月～公立入試まで
の土日祝 全8回入試直前対策

無料指導時間や回数は校舎毎で異な
ります数学･英語高校の1回目の定期考

査範囲の予習
3月

（公立入試終了後）
高校準備

講座

特記事項
・リゼミ中学生の季節講習受講が原則必須です 。（ライト・リミテッドコースでも長期遠征等により規定回数を受講できない場合はご相談ください）
・夏期講習受講料は8月学費として請求しますので、8月の通常月学費は別途いただきません。（教室維持費は必要です）
・一般生が夏期講習を受講する場合（塾生以外の夏期講習受講者）は、講習受講料の他、教室維持費として2,500円（税込2,750円）が必要になります
・冬期講習受講料は12月学費と合算してご請求いたします。
・季節講習は本科コース以外にも学習イベントがあります。学習イベントは講習前にご案内いたします。


